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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ワイヤレスネットワーク内でより高い伝送ビッ
トレートを可能にする一方、ネットワークの様々なノー
ド間の衝突回避を最適化する。
【解決手段】少なくとも１つのノードを備えるワイヤレ
スネットワーク内の伝送速度を高めるために、少なくと
も１つの送信要求４０２を、少なくとも１つの第１の物
理チャネルを介してノードによって送信するステップと
、ノードによって、極高周波に属する少なくとも１つの
周波数帯を使用する少なくとも１つの第２の物理チャネ
ルを介したデータ送信の少なくとも１つの送信合意４０
３を受信する、第１の物理チャネルおよび第２の物理チ
ャネルは異なるステップと、受信の後にデータを送信す
るステップと、を含む。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの第１のノードを含むワイヤレスネットワーク内の伝送方法であって、
　・少なくとも１つの第１の送信要求（４０２、５０２、６０２）を、少なくとも１つの
第１の物理チャネルを介して前記少なくとも１つの第１のノードによって送信するステッ
プ（９１）と、
　・前記少なくとも１つの第１のノードによって、極高周波（ＥＨＦ）に属する少なくと
も１つの周波数帯を使用する少なくとも１つの第２の物理チャネルを介したデータ送信の
少なくとも１つの第１の送信合意（４０３、５０５、６０４、６０６）を受信するステッ
プ（９２）であって、前記第１の物理チャネルおよび前記第２の物理チャネルは異なる、
該ステップと、
　・前記受信（９２）の後でデータを送信するステップ（９３）と、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの第１のノードは、競合アクセス方法を用いることにより、前記ワ
イヤレスネットワークにアクセスし、前記少なくとも１つの物理チャネルは、前記少なく
とも１つの第２の物理チャネルよりも外部変動に敏感でないことを特徴とする請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの第１の物理チャネルおよび前記少なくとも１つの第２の物理チャ
ネルは、異なる周波数帯を使用することを特徴とする請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの第１の物理チャネルは、その周波数すべてが３０ＧＨｚ未満の周
波数帯を使用することを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの第１の送信合意（４０３、６０４）は、前記少なくとも１つの第
１の物理チャネルを介して前記少なくとも１つの第１のノードによって受信されることを
特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの第１のノードによって、前記少なくとも１つの第２の物理チャネ
ルを介した少なくとも１つの第２の送信要求（６０５）を、前記少なくとも１つの第２の
物理チャネルを介して送信するステップを含むことを特徴とする請求項１から５のいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの第１のノードによって、前記少なくとも１つの第２の物理チャネ
ルを介したデータ送信の少なくとも１つの第２の送信合意（６０６）を、前記少なくとも
１つの第２の物理チャネルを介して受信するステップを含むことを特徴とする請求項１か
ら６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの第１のノードによって、前記少なくとも１つの第１の物理チャネ
ルを介したデータ送信の少なくとも１つの第２の送信合意（５０４）を、前記少なくとも
１つの第１の物理チャネルを介して受信するステップを含み、前記少なくとも１つの第１
の送信合意（５０５）は、前記少なくとも１つの第２の物理チャネルを介して受信される
ことを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　・少なくとも１つの第１の送信合意（５０５）の受信品質テストおよび少なくとも１つ
の第２の送信合意（５０４）の受信品質テストのステップと、
　・前記品質テストの結果により、前記少なくとも１つの第１の物理チャネルを介して、
および／または前記少なくとも１つの第２の物理チャネルを介してデータを送信するステ
ップと、
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を含むことを特徴とする請求項７および８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの第１の物理チャネルを介して送信される少なくとも１つのデータ
パケットは、前記少なくとも１つの第２の物理チャネルを介して送信される少なくとも１
つのデータパケットよりも高い優先レベルを有することを特徴とする請求項１から９のい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　・前記少なくとも１つの第２の物理チャネルを介して送信される前記データの非受信を
表す情報が、前記少なくとも１つの第１のノードによって受信され、あるいは
　・前記少なくとも１つの第２の物理チャネルを介して送信される前記データの受信を表
す情報が、所定の時間の満了前に受信されない場合、
前記少なくとも１つの第２の物理チャネルを介して送信される前記データの少なくとも一
部分は、前記少なくとも１つの第１の物理チャネルを介して前記少なくとも１つの第１の
ノードによって再度送信されることを特徴とする請求項１から１０のいずれか１項に記載
の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの第２の物理チャネルを介して送信されるデータの受信を表す情報
（４０６、６０８）は、前記少なくとも１つの第１の物理チャネルを介して前記少なくと
も１つの第１のノードによって受信されることを特徴とする請求項１から１１のいずれか
１項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの第１の送信要求（４０２、５０２、６０２）は、前記少なくとも
１つの第１の物理チャネルおよび／または前記少なくとも１つの第２の物理チャネル上で
のデータ送信の要求を表す情報を含む少なくとも１つのフィールドを含むことを特徴とす
る請求項１から１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの第１の送信合意（４０３、５０５、６０４）は、前記少なくとも
１つの第１の物理チャネルおよび／または前記少なくとも１つの第２の物理チャネルを介
したデータ送信の許可または拒絶を表す情報を含む少なくとも１つのフィールドを含むこ
とを特徴とする前記の請求項１から１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　少なくとも１つの第１のノードを備えるワイヤレスネットワークにおける通信管理方法
であって、
　・前記少なくとも１つの第１のノードによって、少なくとも１つの第１の物理チャネル
を介して少なくとも１つの第１の送信要求（４０２、５０２、６０２）を受信するステッ
プ（１１１）と、
　・前記少なくとも１つの第１のノードによって、極高周波（ＥＨＦ）に属する少なくと
も１つの周波数帯を使用する少なくとも１つの第２の物理チャネルを介したデータ送信の
少なくとも１つの第１の送信合意（４０３、５０５、６０４、６０６）を送信するステッ
プ（１１２）であって、前記第１の物理チャネルおよび前記第２の物理チャネルは異なる
、該ステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遠隔通信分野に関し、より正確には、少なくとも１つのノードを備えるネッ
トワーク内の物理チャネルの予約を伴うワイヤレスデータ伝送に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来技術によれば、いくつかのワイヤレスネットワークアーキテクチャが知られている



(4) JP 2016-149775 A 2016.8.18

10

20

30

40

50

。こうしたアーキテクチャの一部は、データパケットの衝突の回避を伴うメディアアクセ
ス方法を用いる。したがって、ＩＥＥＥ標準８０２．１５．４により定義されるＷｉ－Ｆ
ｉ（登録商標）システム（ＩＥＥＥ標準８０２．１１に基づく）または非ビーコンモード
での通信プロトコルに基づくシステムは、ネットワークノードの間、たとえば、アクセス
ポイントとステーションとの間での制御フレーム交換の原理による、ＣＳＭＡ／ＣＡ（衝
突回避を伴うキャリア検知多重アクセス）タイプの競合アクセスモードを実行する。交換
される制御フレームは、ＲＴＳ／ＣＴＳ（「送信要求」／「送信許可」）タイプである。
【０００３】
　Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）システムによって達成されるビットレートは、実装されるＩＥ
ＥＥプロトコル８０２．１１（ＩＥＥＥ標準８０２．１１ａ、８０２．１１ｂ、８０２．
１１ｇまたは８０２．１１ｎを参照）（「IEEE Standard for Information technology -
 telecommunications and information exchange between systems - Local and metropo
litan area networks - Specific requirements / Part 11: Wireless LAN Medium Acces
s Control (MAC) and Physical Layer (PHY) Specifications」という名称の基準ＩＥＥ
Ｅ８０２．１１（登録商標）－２００７でＩＥＥＥにより発行されている）および関連づ
けられた周波数帯（通常、２ＧＨｚ～５ＧＨｚ）によると、理論上のビットレートとして
は１１Ｍビット／ｓから６００Ｍビット／ｓまで、および、実際には６．５から４２０Ｍ
ビット／ｓまで達する。ＩＥＥＥ８０２．１５．４タイプのシステムによって到達される
ビットレートは通常、２５０ｋビット／ｓの規模である。より高い伝送レートを一層必要
とする新規サービスおよび新規アプリケーションの出現に伴い、このようなシステムによ
って提供されるビットレートは今日では、ユーザの期待および必要を満たすのに適さない
ことが分かっている。
【発明の概要】
【０００４】
　本発明の目的は、従来技術のこうした欠点を克服することである。
【０００５】
　より具体的には、本発明の目的は、ワイヤレスネットワーク内でより高い伝送ビットレ
ートを可能にする一方、ネットワークの様々なノード間の衝突回避を最適化することであ
る。
【０００６】
　本発明は、少なくとも１つの第１のノードを含むワイヤレスネットワークにおける伝送
方法に関する。伝送速度を高めるために、本方法は、
　・少なくとも１つの第１の送信要求を、少なくとも１つの第１の物理チャネルを介して
上記少なくとも１つの第１のノードによって送信するステップと、
　・上記少なくとも１つの第１のノードによって、極高周波（ＥＨＦ）に属する少なくと
も１つの周波数帯を使用する少なくとも１つの第２の物理チャネルを介したデータ送信の
少なくとも１つの第１の送信合意を受信するステップであって、上記第１の物理チャネル
および上記第２の物理チャネルは異なる、上記ステップと、
　・受信の後にデータを送信するステップと、を含む。
【０００７】
　したがって、本発明による伝送方法は、第１の送信要求に対して第１の物理チャネルを
使用することにより、極高周波に属する周波数帯を少なくとも使用する第２の物理チャネ
ルを介して高ビットレートデータを伝送するために用いられる。１つ以上の第１のノード
が、１つ以上の複数の第１の送信要求を、送信あるいは１つ以上の複数の第１の物理チャ
ネルを介して送信し、１つ以上の複数の第２の物理チャネルを介した送信の１つ以上の複
数の送信合意を受信する。
【０００８】
　上記少なくとも１つの第１のノードは、競合アクセス方法を用いることにより、上記ワ
イヤレスネットワークにアクセスし、上記少なくとも１つの物理チャネルは、上記少なく
とも１つの第２の物理チャネルよりも外部変動に敏感でないことは有利である。
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【０００９】
　ある特定の特徴によれば、上記少なくとも１つの第１の物理チャネルおよび上記少なく
とも１つの第２の物理チャネルは、異なる周波数帯を使用する。
【００１０】
　上記少なくとも１つの第１の物理チャネルは、周波数帯を使用し、その周波数すべてが
３０ＧＨｚ未満であることは有利である。
【００１１】
　別の特徴によれば、上記少なくとも１つの第１の送信合意は、上記少なくとも１つの第
１の物理チャネルを介して上記少なくとも１つの第１のノードにより受信する。
【００１２】
　ある特定の特徴によれば、本方法は、上記少なくとも１つの第１のノードによって、上
記少なくとも１つの第２の物理チャネルを介した少なくとも１つの第２の送信要求を、上
記少なくとも１つの第２の物理チャネルを介して送信するステップを含む。
【００１３】
　本方法は、上記少なくとも１つの第１のノードによって、上記少なくとも１つの第２の
物理チャネルを介したデータ送信の少なくとも１つの第２の送信合意を、上記少なくとも
１つの第２の物理チャネルを介して受信するステップを含むことは有利である。
【００１４】
　別の特徴によれば、本方法は、上記少なくとも１つの第１のノードによって、上記少な
くとも１つの第１の物理チャネルを介したデータ送信の少なくとも１つの第２の送信合意
を、上記少なくとも１つの第１の物理チャネルを介して受信するステップを含み、上記少
なくとも１つの第１の送信合意は、少なくとも１つの第２の物理チャネルを介して受信さ
れる。
【００１５】
　ある特定の特徴によれば、本方法は、
　・少なくとも１つの第１の送信合意の受信品質テストおよび少なくとも１つの第２の送
信合意の受信品質テストのステップと、
　・上記品質テストの結果により、少なくとも１つの第１の物理チャネルを介して、およ
び／または、少なくとも１つの第２の物理チャネルを介してデータを送信するステップと
、を含む。
【００１６】
　ある特定の特徴によれば、上記少なくとも１つの第１の物理チャネルを介して送信され
る少なくとも１つのデータパケットは、上記少なくとも１つの第２の物理チャネルを介し
て送信される少なくとも１つのデータパケットよりも高い優先レベルを有する。
【００１７】
　・上記少なくとも１つの第２の物理チャネルを介して送信されるデータの非受信を表す
情報が、上記少なくとも１つの第１のノードによって受信され、あるいは、
　・上記少なくとも１つの第２の物理チャネルを介して送信されるデータの受信を表す情
報が、所定の時間の満了前に受信されない場合、
上記少なくとも１つの第２の物理チャネルを介して送信される上記データの少なくとも一
部分は、上記少なくとも１つの第１の物理チャネルを介して上記少なくとも１つの第１の
ノードによって再度送信されることは有利である。
【００１８】
　別の特徴によれば、上記少なくとも１つの第２の物理チャネルを介して送信されるデー
タの受信を表す情報は、上記少なくとも１つの第１の物理チャネルを介して上記少なくと
も１つの第１のノードによって受信される。
【００１９】
　上記少なくとも１つの第１の送信要求は、上記少なくとも１つの第１の物理チャネルお
よび／または上記少なくとも１つの第２の物理チャネル上でのデータ送信の要求を表す情
報を含む少なくとも１つのフィールドを含むことは有利である。
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【００２０】
　ある特定の、上記少なくとも１つの第１の送信合意は、上記少なくとも１つの第１の物
理チャネルおよび／または上記少なくとも１つの第２の物理チャネルを介したデータ送信
の許可または拒絶を表す情報を含む少なくとも１つのフィールドを含む。
【００２１】
　本発明は、少なくとも１つの第１のノードを有するワイヤレスネットワークにおける通
信管理方法にも関し、この方法は、
　・上記少なくとも１つの第１のノードによって、少なくとも１つの第１の物理チャネル
を介して少なくとも１つの第１の送信要求を受信するステップと、
　・上記少なくとも１つの第１のノードによって、極高周波（ＥＨＦ）に属する少なくと
も１つの周波数帯を使用する少なくとも１つの第２の物理チャネルを介したデータ送信の
少なくとも１つの第１の送信合意を送信するステップであって、上記第１の物理チャネル
および上記第２の物理チャネルは異なる、ステップと、を含む。
【００２２】
　したがって、本発明による管理方法は、第１の物理チャネルを介して発っせられる送信
要求の受信により、極高周波に属する周波数帯を高ビットレートデータの伝送用に少なく
とも使用する上記第２の物理チャネルの予約を最適化するために用いられる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
　添付の図面を参照する以下の説明を読むと、本発明がよりよく理解され、他の具体的な
特徴および利点が明らかになるであろう。
【００２４】
【図１】本発明の特定の実施形態による、いくつかのノードを実装するワイヤレスシステ
ムを示す図である。
【図２】本発明による、図１のシステムのアクセスポイントを概略的に示す図である。
【図３】本発明による、図１のシステムのステーションを概略的に示す図である。
【図４】それぞれ、図１のシステムのノードによって実装される、本発明の特定のモード
によるフレーム送信／受信モードを示す図である。
【図５】それぞれ、図１のシステムのノードによって実装される、本発明の特定のモード
によるフレーム送信／受信モードを示す図である。
【図６】それぞれ、図１のシステムのノードによって実装される、本発明の特定のモード
によるフレーム送信／受信モードを示す図である。
【図７】本発明の特定の２つの実施形態による、図１のシステムのノードによって送受信
されるＲＴＳフレームの内容を概略的に示す図である。
【図８】本発明の特定の２つの実施形態による、図１のシステムのノードによって送受信
されるＣＴＳフレームの内容を概略的に示す図である。
【図９】本発明の特定の実施形態による、図１のシステムのノードによって実装される伝
送方法を示す図である。
【図１０】本発明の特定の実施形態による、図１のシステムのノードによって実装される
伝送方法を示す図である。
【図１１】本発明のある特定のモードによる、図１のシステムのノードによって実装され
る通信管理方法を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　限定的なものではないが、本発明は概して、データを伝送するための、チャネル予約を
伴う、ワイヤレスネットワークにおける伝送方法および対応する通信管理方法に関する。
１つまたは複数の送信要求ＲＴＳの送信、および、１つまたは複数の送信合意（または「
許可」）ＣＴＳの受信は有利なことに、少なくとも１つの第１の物理チャネルを介して実
施され、データ送信は有利なことに、極高周波に属す１つまたは複数の周波数帯を使用す
る少なくとも１つの第２の物理チャネルを介して実施される。有利な特性によると、第１
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の物理チャネルは、第２の物理チャネルよりも高い堅牢性、すなわちデータ送信に対する
外部の妨害（たとえば、障害物、障害物による反射、干渉、ドップラー効果）に敏感でな
いことを特徴とする。この目的のために、第１の物理チャネルは、たとえば１つもしくは
複数の２．４ＧＨｚ、および／または、５ＧＨｚ周波数帯を使用し、第２の物理チャネル
は、極高周波（ＥＨＦ）に属す周波数帯、たとえば６０ＧＨｚに近い帯域を使用する。第
１のチャネルを介したＲＴＳ／ＣＴＳフレームの交換は、こうしたフレームを受信するノ
ードが物理的障害により送信しているノード(emitting node)から隔てられ、かつ／また
は、送信側から離れている場合であっても、こうしたフレームがネットワークの多数のノ
ード（アクセスポイントおよび／またはステーション）によって受信されるという利点を
もたらす。有利なことに、受信ノードは次いで、指示され、または、ＲＴＳおよび／もし
くはＣＴＳフレーム中にない所定の期間だけ送信をやめる。第２のチャネルを介したデー
タの送信は、利用可能周波数帯がＥＨＦでは概して広いので、高ビットレートという利点
をもたらす。
【００２６】
　図１は、本発明のある特定の実施形態による、アクセスポイント１０およびいくつかの
ステーション１１、１２、１３、１４を含んでいて、ＩＥＥＥ標準８０２．１１（登録商
標）－２００７に対応したいくつかのネットワークノードを実装するワイヤレス通信シス
テム１を示している。簡単な例として、アクセスポイント１０およびステーション１１は
直接見通せる線上にあり、ステーション１２、１３、１４は、アクセスポイント１０とも
、ステーション１１とも、直接見通せる線上にない。アクセスポイント１０は、仕切り１
０００によりステーション１４から隔てられ、アクセスポイント１０は、２つの仕切り１
０００、１００１によりステーション１３から隔てられ、アクセスポイント１０は、仕切
り１０００によりステーション１２から隔てられ、ステーション１２は、仕切り１００１
によりステーション１３から隔てられている。ノード１０～１４の各々は、他のノード１
０～１４の各々によって送信される信号を受信して復号することができる。仕切り１００
０、１００１は、ＥＨＦに属す周波数にとって障害であり、低周波数、すなわち３０ＧＨ
ｚより低い周波数であって、有利なことに２０ＧＨｚ未満の周波数を通過させる。実際、
ＥＨＦは、通常、３０ＧＨｚより低い周波数など、比較的低い周波数と同じ伝播プロパテ
ィ（範囲、障害による減衰、障害物による反射、干渉など）をもたない。ＥＨＦは、低周
波数範囲より低い範囲、たとえば、１０倍低い範囲をもち、ＥＨＦは、壁や人間の体など
の障害物も通過せず、高い減衰で障害物を通過することもなく、ＥＨＦは、障害物（たと
えば、動く体）上での反射および干渉に対して高度に敏感である。直接見通せる線上にあ
り、互いに近いアクセスポイント１０およびステーション１１は、周波数すべてがＥＨＦ
に属す周波数帯を使用する物理チャネルを介してデータを交換する。アクセスポイント１
０は、周波数すべてが３０ＧＨｚより低く、たとえば２．４ＧＨｚおよび／または５ＧＨ
ｚと等しい、少なくとも１つの周波数帯を使用する物理チャネルを介してステーション１
２、１３、１４それぞれにデータを送信する。なぜなら、ステーション１２、１３、１４
の各々は、仕切り１０００、１００１によりアクセスポイント１０から隔てられているか
らである。同様に、ステーション１２、１３は、仕切り１００１により隔てられ、周波数
すべてが３０ＧＨｚ未満、たとえば２．４ＧＨｚおよび５ＧＨｚの周波数帯を使用する物
理チャネルを用いて、データを交換する。ノードの間のリンクは、３０ＧＨｚ未満の周波
数帯および３０ＧＨｚより大きい周波数帯にそれぞれ対応する第１および第２のチャネル
中の２つのノード（アクセスポイントまたはステーション）の間で送信が可能なときは、
折れた実線矢印で表される。データは有利なことに、１つまたは複数の第２のチャネルを
介して送信されるので、１つまたは複数の送信要求は、１つまたは複数の第１のチャネル
を介して送信される。ノードの間のリンクは、３０ＧＨｚより低い周波数に対応する第１
のチャネル中で２つのノード（アクセスポイントまたはステーション）の間の送信が可能
であり、３０ＧＨｚより高い周波数に対応する第２のチャネル中で不可能または高度に妨
害されるときは、折れた点線矢印で表される。
【００２７】
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　有利なことに、システム１のステーション１１～１４は、可搬型ユニット、たとえば、
システム１の固定型または移動体のアクセスポイント１０によって送信されるデータおよ
びサービスの受信、ならびに／あるいは、処理（たとえば、音声もしくはオーディオデー
タの復元および／もしくは映像データの表示、または、より全般的にはマルチメディアデ
ータの復元、格納もしくは処理）に適した可搬型端末、遠隔通信装置または電話である。
【００２８】
　有利なことに、システム１のアクセスポイント１０は、固定装置、たとえば中継局やル
ータである。アクセスポイントは、広いカバーエリアに渡るデータのブロードキャストに
適した高電力送信機、または、より制限されたカバーエリアに渡るデータのブロードキャ
ストに適した平均的もしくは低電力送信機である。変形形態によると、アクセスポイント
は、「ピコセル」、すなわち、建物、スーパーマーケット、駅の内部のような小さい、す
なわち約１０メートル程度の範囲をもつエリアをカバーするシステムを形成する（一部の
実施形態によると、ピコセルにおいて、範囲は有利なことに、３００ｍ未満である）。別
の変形形態によると、アクセスポイントは、「フェムトセル」、すなわち、家または建物
の一部の部屋、建物のフロア、航空機のように、ピコセルより小さい、すなわち数メート
ルの範囲をもつ、制限されたエリアをカバーするように設計されたシステムを形成する（
一部の実施形態によると、フェムトセルにおいて、範囲は有利なことに、１００ｍ未満で
ある）。
【００２９】
　有利なことに、アクセスポイント１０は、図１には表さない第２のネットワークに接続
される。この第２のネットワークは、ワイヤード（たとえば、イーサネット（登録商標）
）またはワイヤレスタイプである。
【００３０】
　変形形態によると、アクセスポイント１０およびステーション１１～１４は、ＳＩＳＯ
（「単入力単出力」）タイプであり、単一のアンテナのみをもつ。
【００３１】
　別の変形形態によると、アクセスポイント１０およびステーション１１～１４は、ＭＩ
ＭＯ（「多入力多出力」）タイプであり、それぞれ、ＭＩＭＯコーダおよび／デコーダな
らびにＭＩＭＯ信号を送信し、かつ／または受信するいくつかのアンテナをもつ。
【００３２】
　有利なことに、システム１のノード１０～１４の一部分はＳＩＳＯタイプであり、他の
部分はＭＩＭＯタイプである。
【００３３】
　図２は、たとえば図１のアクセスポイント１０に対応するアクセスポイント２のハード
ウェア実施形態を図式的に示している。
【００３４】
　アクセスポイント２は、クロック信号も移送するアドレスおよびデータバス２４によっ
て互いに接続された以下の要素を備える。
　・マイクロプロセッサ２１（またはＣＰＵ）
　・ＲＯＭ(Read Only Memory）タイプの不揮発性メモリ２２
　・ＲＡＭ(Random Access Memory)２３
　・少なくとも１つの無線インタフェース２６であって、たとえば、所定の周波数帯中（
たとえば、ＥＨＦ帯域中またはすべての周波数が３０ＧＨｚ未満の帯域中）での無線フレ
ーム（たとえば、ＲＴＳ／ＣＴＳシグナリングまたはデータフレーム）の受信にそれぞれ
適した２つ、３つまたは４つの無線インタフェース。変形形態によると、無線インタフェ
ース２６は、所定のいくつかの周波数帯中（たとえば、ＥＨＦ帯域中および周波数すべて
が３０ＧＨｚ未満の帯域中）での無線フレームの受信に適している。
　・少なくとも１つのインタフェース２７であって、たとえば、無線フレーム（たとえば
、シグナリングまたはデータの送信（たとえば、サービスのブロードキャストまたは１対
多地点間もしくは２地点間伝送）に適した、具体的には所定の周波数帯を介した（たとえ



(9) JP 2016-149775 A 2016.8.18

10

20

30

40

50

ば、ＥＨＦ帯域中または周波数すべてが３０ＧＨｚ未満である帯域中）符号器および／ま
たはＯＦＤＭ変調器、ならびに、少なくとも１つの送信機の機能を実施する２つ、３つま
たは４つのインタフェース。変形形態によると、インタフェース２７は、所定のいくつか
の周波数帯中（たとえば、ＥＨＦ帯域中および周波数すべてが３０ＧＨｚ未満の帯域中）
での無線フレームの送信に適している。
　・ユーザに対する情報の表示、ならびに／または、データもしくはパラメータの入力（
たとえば、サブキャリアおよび送信されるべきデータのパラメータ化）に適合されたＭＭ
Ｉ(Man Machine Interface)インタフェース２８または具体的なアプリケーション。
【００３５】
　メモリ２２、２３の説明において使用される「レジスタ」という語は、言及されるメモ
リそれぞれにおいて、低容量のメモリゾーン（何らかのバイナリデータ）ならびに大容量
のメモリゾーンを指定する（プログラム全体が格納され、または、データを表すデータの
全部もしくは一部が受信され、もしくは送信されることを可能にする）ことに留意された
い。
【００３６】
　メモリＲＯＭ２２は、具体的には、
　・「ｐｒｏｇ」２２０プログラムと、
　・物理層のパラメータ２２１とを備える。
【００３７】
　本発明に特有の方法のステップを実装するとともに後で説明するアルゴリズムは、こう
したステップを実行するアクセスポイント２に関連づけられたＲＯＭ２２メモリに格納さ
れる。電源が入ると、マイクロプロセッサ２１は、こうしたアルゴリズムの命令をロード
し稼動させる。
【００３８】
　ランダムアクセスメモリ２３は、特記すべきこととして、
　・レジスタ２３０において、アクセスポイント２の電源オンを担う、マイクロプロセッ
サ２１の運転プログラムと、
　・送信パラメータ２３１（たとえば、変調、符号化、ＭＩＭＯ、フレーム循環パラメー
タ）と、
　・受信パラメータ２３２（たとえば、変調、符号化、ＭＩＭＯ、フレーム循環パラメー
タ）と、
　・着信データ２３３と、
　・データ送信のための符号化データ２３４と、
　・ステーションによって送信される信号の受信品質パラメータ２３５（たとえば、受信
された信号の電力レベル、信号対ノイズ比）と、
　・物理チャネルパラメータ２３６（たとえば、アクセスポイント２によってデータが送
信されるときの所定の周波数帯、所定の符号の割当て）とを備える。
【００３９】
　無線インタフェース２６は、適切な場合、システム１のステーション１１～１４によっ
て送信される信号の受信に適している。インタフェース２７は、システム１のステーショ
ン１１～１４への信号の送信に適合する。
【００４０】
　図３は、たとえば、ステーション１１、１２、１３、１４に対応するとともに、アクセ
スポイント２によって送信される信号の受信および復号に適合したシステム１に属すステ
ーション３のハードウェア実施形態を図式的に示している。
【００４１】
　ステーション３は、クロック信号も移送するアドレスおよびデータバス３４によって互
いに接続された以下の要素を備える。
　・マイクロプロセッサ３１（またはＣＰＵ）と、
　・ＲＯＭ(Read Only Memory）タイプの不揮発性メモリ３２と、
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　・ＲＡＭ(Random Access Memory)３３と、
　・少なくとも１つの無線インタフェース３６、たとえば、２つ、３つまたは４つの無線
インタフェースと、
　・データの送信に適合した、少なくとも１つの無線インタフェース３７、たとえば、２
、３つまたは４つのインタフェースと、
　・ユーザに対する情報の表示ならびに／またはデータもしくはパラメータの入力（たと
えば、サブキャリアおよび送信データのパラメータ化）に適合したＭＭＩインタフェース
３８。
【００４２】
　メモリ３２、３３の説明において使用される「レジスタ」という語は、言及されるメモ
リそれぞれにおいて、低容量のメモリゾーンならびに大容量のメモリゾーンを指定する（
プログラム全体が格納され、または、データセットを表すデータの全部もしくは一部が受
信され、もしくは復号されることを可能にする）ことに留意されたい。
【００４３】
　メモリＲＯＭ３２は具体的には、
　・「ｐｒｏｇ」３２０プログラムと、
　・物理層のパラメータ３２１とを備える。
【００４４】
　本発明に特有の方法のステップを実装するとともに後で説明するアルゴリズムは、こう
したステップを実行するステーション３に関連づけられたＲＯＭメモリ３２に格納される
。電源が入ると、マイクロプロセッサ３１は、こうしたアルゴリズムの命令をロードし稼
動させる。
【００４５】
　ランダムアクセスメモリ３３は、特記すべきこととして、
　・レジスタ３３０において、ステーション３の電源オンを担うマイクロプロセッサ３１
の運転プログラムと、
　・受信パラメータ３３１および送信パラメータ３３２（たとえば、変調、符号化、ＭＩ
ＭＯ、フレーム循環パラメータ）と、
　・受信機３６によって受信され復号されるデータに対応する着信データ３３３と、
　・アプリケーション３８へのインタフェースに送信されるようにフォーマットされた復
号化データ３３４と、
　・別のステーションまたはアクセスポイントによって送信される信号の受信品質パラメ
ータ２３５（たとえば、受信された信号の電力レベル、信号対ノイズ比）と、
　・物理チャネルパラメータ２３６（たとえば、データが送付されたときの所定の周波数
帯、所定の符号の割当て）とを備える。
【００４６】
　図２、３を見ながら記載した以外の、アクセスポイント２および／またはステーション
３の他の構造も、本発明に整合する。具体的には、変形形態によると、本発明に整合する
基地局および／または移動端末は、純粋にハードウェアである実施形態により、たとえば
、専用の構成要素（たとえば、ＡＳＩＣまたはＦＰＧＡまたはＶＬＳＩで）（それぞれ、
「特定用途向け集積回路」、「フィールドプログラム可能ゲートアレイ」、「超大規模集
積」）の、もしくは装置に統合されたいくつかの電子構成要素の形で、または、ハードウ
ェア要素およびソフトウェア要素を混合した形で実装される。
【００４７】
　無線インタフェース３６は、システム１のアクセスポイント１０またはステーション１
１～１４によって送信される信号の受信に適合する。インタフェース３７は、システム１
のステーション１１～１４またはアクセスポイント１０への信号の送信に適合する。
【００４８】
　図９は、本発明の特に有利な非限定的実装例による、システム１のアクセスポイント１
０によって実装されるデータ伝送方法を示している。
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【００４９】
　初期化ステップ９０の間、アクセスポイントの様々なパラメータがアップデートされる
。具体的には、送信されるべき信号に対応するパラメータ、および信号に対応するサブキ
ャリアに対応するパラメータが、任意のやり方で（たとえば、システム１には表さないサ
ーバによって送信される初期化メッセージの受信に続いて、またはオペレータのコマンド
によっても）初期化される。
【００５０】
　次いで、ステップ９１の間、アクセスポイント１０は、第１の送信要求ＲＴＳを、１つ
または複数のステーション１１、１２、１３もしくは１４に送信する。この第１の送信要
求は、第１の物理チャネルを介して送信される。概して、物理チャネルは、周波数帯およ
びタイムスロットにより特徴づけられる。ＣＤＭＡ（「符号分割多重アクセス」）アクセ
スの特定のケースでは、物理チャネルは、スペクトル拡散符号によっても特徴づけられる
。有利なことに、第１のＲＴＳ要求は、第１の物理チャネルとは異なる第２の物理チャネ
ルを介したデータ送信要求を表す情報を含む。第１および第２の物理チャネルは、有利な
ことに、異なる周波数帯の使用によって、および／または、異なるスペクトル拡散符号の
使用によって、互いに区別される。
【００５１】
　変形形態によると、第１のＲＴＳ要求は、第１および第２の物理チャネルを介した送信
要求を表す情報を含む。
【００５２】
　別の変形形態によると、第１のＲＴＳ要求は、並列した異なる多数の物理チャネル、た
とえば、２つ、３つ、４つまたは５つの物理チャネルを介したデータ送信要求を表す情報
を含む。
【００５３】
　有利なことに、第２の物理チャネルを介して利用可能な伝送レートは、第１の物理チャ
ネルを介して利用可能なレートより高く、たとえば、２倍、３倍、５倍または１０倍高い
。
【００５４】
　有利なことに、第１の物理チャネルは、周波数すべてが２．４または５ＧＨｚ帯域に属
す周波数帯を使用するが、こうした帯域の一部は、ＩＳＭ（「工業、科学および医療」）
帯域である。第２の物理チャネルは、周波数すべてが６０ＧＨｚ帯域に属す周波数帯を使
用する。５ＧＨｚ帯域は、たとえば、周波数すべてが５．１５ＧＨｚと５．３５ＧＨｚの
間、または、５．４７ＧＨｚと５．８７５ＧＨｚの間である周波数帯に対応する。５ＧＨ
ｚ物理チャネルは、１０、２０または４０ＭＨｚ幅、たとえば、周波数すべてが、上述し
た周波数間隔の１つにあるチャネルに対応する。２．４ＧＨｚ帯域は、たとえば、周波数
すべてが２．４ＧＨｚと２．５ＧＨｚの間である周波数帯に対応する。２．４ＧＨｚ物理
チャネルは、２２ＭＨｚ幅、たとえば、周波数すべてが上述した周波数間隔（２．４～２
．５ＧＨｚ）内であるチャネルに対応する。６０ＧＨｚ帯域は、たとえば、周波数すべて
が５７ＧＨｚと６６ＧＨｚの間である周波数帯に対応する。６０ＧＨｚ物理チャネルは、
２１６０ＭＨｚ幅、たとえば、周波数すべてが上述した周波数間隔（５７～６６ＧＨｚ）
内であるチャネルに対応する。６０ＧＨｚ周波数帯の幅は、２．４ＧＨｚまたは５ＧＨｚ
周波数帯幅より高いので、６０ＧＨｚで利用可能な伝送速度は、２．４ＧＨｚまたは５Ｇ
Ｈｚで利用可能な速度より高い。
【００５５】
　変形形態によると、第１の物理チャネルおよび第２の物理チャネルは、周波数すべてが
ＥＨＦタイプであるとともに、たとえば、６０ＧＨｚ帯域に属す周波数帯を使用する。変
形形態によると、複数の６０ＧＨｚ周波数帯は、相異なるものである。別の変形形態によ
ると、こうした複数の周波数帯は同一であり、ＣＤＭＡアクセスのケースでは、第１の物
理チャネルおよび第２の物理チャネルは、それぞれ、異なる第１のスペクトル拡散符号お
よび第２のスペクトル拡散符号の使用によって区別される。
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【００５６】
　有利なことに、第１の物理チャネルは、周波数すべてが３０ＧＨｚ未満である周波数帯
を使用する。第２の物理チャネルは、周波数すべてが３０ＧＨｚより大きく、３００ＧＨ
ｚより低い周波数帯を使用し、３０ＧＨｚと３００ＧＨｚの間の周波数帯は、極高周波ス
ペクトル（ＥＨＦ）として指定される。変形形態によると、第１の物理チャネルに使用さ
れる周波数は、超高周波数（ＵＨＦ、すなわち周波数が３００ＭＨｚと３ＧＨｚの間）の
スペクトルに、または、極超高周波数（ＳＨＦ、すなわち周波数が３ＧＨｚと３０ＧＨｚ
の間）のスペクトルに属す。
【００５７】
　変形形態によると、第２の送信要求ＲＴＳは、第２の物理チャネルを介して送信される
。有利なことに、この第２の要求ＲＴＳは、第１の物理チャネルを介して送信される第１
の要求ＲＴＳと同時に送信される。別の変形形態によると、１つまたは複数の送信要求が
、第１のＲＴＳ要求の後に第２の物理チャネルを介して送信される。
【００５８】
　別の変形形態によると、いくつかの第１のＲＴＳ要求が、定期的間隔で第１の物理チャ
ネルを介して送信され、または、ランダムな時間間隔により分離される。
【００５９】
　特定の実装形態の例によると、少なくとも１つの第１のＲＴＳ要求および／または少な
くとも１つの第２のＲＴＳ要求は、ステーション１１～１４の少なくとも１つによって、
少なくとももう１つのステーション１１～１４に、および／または、アクセスポイント１
０に送信される。
【００６０】
　次いで、ステップ９２の間、第１の送信要求ＲＴＳの受信側であるとともに第１のＲＴ
Ｓ要求を受信済みであるステーション１１～１４は、第１の物理チャネルを介してアクセ
スポイント１０に第１の送信合意（または「許可」）ＣＴＳ１を送信し、このＣＴＳ合意
は次いで、第１の物理チャネルを介してアクセスポイント１０によって受信される。この
第１の送信合意は有利なことに、受信側ステーションも、第２の物理チャネルを介して送
信されたデータを受信することができる場合、アクセスポイントが第２の物理チャネルを
介してデータを送信することを許す情報を含む。たとえば、第２の物理チャネルが、図１
に示す例により、たとえば、６０ＧＨｚに属すＥＨＦ周波数帯を使用する場合、システム
１のステーション１１のみが、６０ＧＨｚで送信されるデータを受信することができる。
実際、ステーション１１のみが、アクセスポイント１０の直接見通し線上にあり、すなわ
ち、どの物理的障害もステーション１１をアクセスポイント１０から隔てず、ステーショ
ン１１は、アクセスポイント１０から１０ｍ未満の距離にあり、たとえば、ステーション
１１は、アクセスポイント１０から２ｍまたは５ｍに等しい距離にある。他のステーショ
ン１２～１４は、第１の物理チャネルを介して送信された第１の要求ＲＴＳ１および／ま
たは第１の合意ＣＴＳ１を受信済みであるが、こうした制御フレームＲＴＳ１／ＣＴＳ１
の少なくとも１つで指示された時間内は、送信するのを控える。
【００６１】
　有利なことに、第２の送信合意ＣＴＳ２が、第１の物理チャネルを介した第１の合意Ｃ
ＴＳ１の送信と同時に、第２の物理チャネルを介して、ＲＴＳの受信側ステーションによ
って送信される。したがって、第１の合意ＣＴＳ１は、アクセスポイントが、第１の物理
チャネルを介してデータを送信することを許す情報を含み、第２の合意ＣＴＳ２は、アク
セスポイントが、第２の物理チャネルを介してデータを送信することを許す情報を含む。
変形形態によると、第１の合意ＣＴＳ１は、アクセスポイントがデータを送信することを
許す情報を含まず、アクセスポイント１０による第１の合意ＣＴＳ１の唯一の受信は、第
１の物理チャネルを介してデータを送信するための許可と等価である。同様に、第２の合
意ＣＴＳ２は、アクセスポイントがデータを送信することを許す情報を含んでおらず、ア
クセスポイント１０による第２の合意ＣＴＳ２の唯一の受信は、第２の物理チャネルを介
してデータを送信するための許可と等価である。
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【００６２】
　図９に示されていない変形形態によると、ステップ９２はステップ９１にループバック
し、ステップ９１は次いで、アクセスポイント１０を介したステーション１１への第２の
送信要求ＲＴＳ２の送信で繰り返される。この第２の要求ＲＴＳ２は、アクセスポイント
１０が第２の物理チャネルを介してデータを送信することを許す、第１の物理チャネルを
介したアクセスポイント１０による第１の合意ＣＴＳ１の受信の後で送信される。第２の
要求ＲＴＳ２は、第２の物理チャネルを介して送信され、第２の物理チャネルを介したデ
ータ送信要求である。変形形態によると、第２の要求ＲＴＳ２は、第２の物理チャネルを
介した第２の合意ＣＴＳ２の、アクセスポイント１０による受信の後で、アクセスポイン
ト１０によって送信される。ステップ９２の間、第２の要求ＲＴＳ２の受信側ステーショ
ンは次いで、第２の要求が受信側ステーションによって実際に受信済みである場合、第２
のチャネルを介して送信合意ＣＴＳを送信する。別の変形形態によると、２つのＲＴＳ要
求が、繰り返されたステップ９１の間に同時に送信されるが、一方は、第１のチャネルを
介した送信合意を要求するために第１のチャネルを介して送信され、一方は、第２のチャ
ネルを介した送信合意を要求するために第２のチャネルを介して送信される。ステップ９
２の間、２つのＣＴＳ合意が送信されるが、２つのチャネルの一方および／または他方で
受信条件が満たされる場合、一方は第１のチャネルを介し、他方は第２のチャネルを介し
て送信される。
【００６３】
　最後に、ステップ９３の間、アクセスポイント１０は、第１の送信合意ＣＴＳ１の受信
の後、受信側ステーション、たとえば、システム１のステーション１１にデータを送信す
る。第１の合意ＣＴＳ１は、アクセスポイントが第２の物理チャネルを介して送信するこ
とを許すので、データは、第２の物理チャネルを介して送信される。第２の物理チャネル
は、ＥＨＦ周波数帯、たとえば６０ＧＨｚを使用するので、このチャネルを介したデータ
の伝送は、５ＧＨｚ周波数帯を使用する第１の物理チャネルを介した伝送より高いビット
レートをもつという利点を与える。ＥＨＦ周波数帯を介して達成されるビットレートは通
常、送信側アクセスポイントと受信側ステーションとを、２ｍと１０ｍの間で隔てられた
距離に亘っており、１．５Ｇビット／ｓと６Ｇビット／ｓとの間である。伝送速度利得は
、５ＧＨｚ周波数帯の場合よりも５～１０倍大きい可能性がある。第１の合意ＣＴＳ１が
、アクセスポイントが第２の物理チャネルを介して送信することを許さないケースでは、
有利な変形形態によると、アクセスポイント１０は、第１の物理チャネルを介してデータ
を送信する。
【００６４】
　変形形態によると、アクセスポイント１０は、第１および第２の物理チャネルを介した
データの伝送を可能にする少なくとも１つの送信合意の受信の後、または、第１のチャネ
ルを介したデータの伝送を可能にする第１の物理チャネルを介した第１の送信合意の受信
および第２のチャネルを介したデータの伝送を可能にする第２の物理チャネルを介した第
２の送信合意の受信の後、第１および第２の物理チャネルを介して並列にデータを送信す
る。有利なことに、第１および第２の物理チャネルを介して送信されるデータは、有用な
データ、すなわちアクセスポイント１０によって送信されることになる実際のデータ（た
とえば、テキスト、画像、オーディオおよび／もしくはビデオタイプ、または、より全般
的にはマルチメディアのアプリケーションデータ）である。このソリューションは、２つ
の物理チャネルおよびビットレートにより与えられる、帯域幅の使用を最適化するという
利点をもたらす。変形形態によると、第２の物理チャネルを介して送信されるデータのみ
が有用データであり、第１のチャネルを介して送信されるデータは、第１の物理チャネル
を占有するために送信されるダミーデータである。この変形形態は、チャネルを予約して
おらず、チャネルを探した後でデータを送信するための、アクセスポイント１０およびス
テーション１１によって送信されるＲＴＳ／ＣＴＳを送付することができないであろうど
のステーションもアクセスポイントも回避するという利点をもたらす。別の変形形態によ
ると、第２の物理チャネルを介して送信されるデータのみが有用データであり、第１のチ
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ャネルを介して送信される占有信号は、第１の物理チャネルを占有するために送信される
ダミーデータに対応する。このソリューションは、チャネルを占有し、したがってこのチ
ャネルを介した別のアクセスポイントまたは別のステーションによるトランザクションの
初期化を回避するという利点をもたらし、それとともに送信周期の時間を削減する（たと
えば、９μｓ間の送信および２５μｓ間の沈黙）ことによって電力消費を制限する。
【００６５】
　ある特定の実装形態によると、データの一部分は第１の物理チャネルを介して、他の部
分は第２の物理チャネルを介して送信される。有利なことに、第１のチャネルを介して送
信されるデータ部分は、その優先レベルが第２の物理チャネルを介して送信されるデータ
の優先レベルより高いものである。たとえば、各データパケットの先頭は第１の物理チャ
ネルを介して送信され、より低い優先レベルをもつパケットの残りは、第２の物理チャネ
ルを介して送信される。階層的に符号化されたデータ（たとえば、画像および／またはオ
ーディオ）を実装する別の例によると、最も高い優先度により符号化されたデータは、第
１の物理チャネルを介して送信され、より低い優先レベルにより符号化されたデータは、
第２の物理チャネルを介して送信される。こうした実装例によると、優先レベルが最も高
いデータは、５ＧＨｚ周波数帯を使用する最も堅牢な物理チャネルを介して伝送し、優先
度が低い方のデータはＥＨＦ周波数帯を使用するので堅牢性が低い方の第２の物理チャネ
ルを介して伝送するという利点をもたらす。送信されるデータを失う危険性はしたがって
、第２のチャネルよりも第１のチャネルにおいて低くなる。
【００６６】
　図１０は、本発明の特に有利な非限定的実装例による、システム１のアクセスポイント
１０によって実装されるデータ伝送方法を示している。
【００６７】
　ステップ９０、９１、９２、９３は、図９に関して上述したものと同じであり、同じ参
照番号を有する。
【００６８】
　ステップ９２が終わると、すなわち、アクセスポイント１０による、第１の物理チャネ
ルを介した少なくとも１つの第１の合意ＣＴＳ１、および／または、第２の物理チャネル
を介した少なくとも１つの第２の合意ＣＴＳ２の受信の後で、アクセスポイントは、ステ
ップ１０１の間、受信したＣＴＳ合意（１つまたは複数）に対して品質テストを実施して
、物理チャネルそれぞれを介したデータ伝送の品質を評価する。データ伝送の品質は、任
意の１つまたは複数の方法により、たとえば、後で示す変形形態の１つまたは複数により
推定される。第１の変形形態によると、品質評価は、ＣＴＳ内容の分析と、ＣＴＳが全体
的に、およびＦＣＳ（「フレーム検査シーケンス」）フィールドとして知られている、Ｃ
ＴＳフレームのフィールドを分析することによりエラーなしで受信されているという確認
とを含む。有利なことに、伝送の品質は、ＣＴＳを含む受信信号の電力レベルを算出する
ことにより推定される。別の変形形態によると、伝送の品質は、信号対ノイズ比を測定す
ることにより推定される。別の変形形態によると、伝送の品質は、当業者に公知であるど
の方法によっても、たとえば、ビタビメトリックタイプの品質インジケータ、ＢＥＲ（「
ビットエラーレート」）もしくはＦＥＲ（「フレームエラーレート」）の評価を分析する
ことにより、または、ＣＴＳプリアンブルを分析することでチャネルを評価することによ
り推定される。チャネルそれぞれに対するＣＴＳ伝送品質評価の結果により、アクセスポ
イント１０は、最も高い伝送品質をもつチャネルを介したデータ伝送を行う。変形形態に
よると、アクセスポイントは、Ｓ／Ｎ比が予め定められた閾値より大きいこと、受信され
た信号の電力レベルが予め定められた閾値より大きいこと、または、ＣＴＳがそれを介し
て受信されたチャネルそれぞれに関して、ＢＥＲが予め定められた閾値未満であることも
確かめる。適用可能な場合、アクセスポイント１０は次いで、所定の閾値より大きい伝送
品質をもつチャネル（１つまたは複数）を介してデータを伝送する。変形形態によると、
伝送品質の推定は、２つのチャネルの一方、すなわち第１または第２のチャネルに対して
のみ行われる。
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【００６９】
　ステップ１０１が終わると、データ伝送に関連するステップ９３が実装される。ステッ
プ９３は、図９を参照して記載したものと同一である。変形形態によると、データの伝送
は、ステップ１０１で実施された品質評価に従い、たとえば、チャネルの一方および／ま
たは他方に対して評価された伝送品質の結果により物理チャネルの一方および／または他
方を介したデータの伝送を奨励することで実行される。
【００７０】
　上記のステップ９３の間に実施されるデータ伝送が終わると、ステーション１１による
データ受信を表す情報を含むＡＣＫタイプの受信確認が、ステーション１１によって送信
され、アクセスポイント１０によって送信されたデータが、受信側ステーション１１によ
って全体的に受信されている場合、任意選択のステップ１０２の間にアクセスポイントに
よって受信される。有利なことに、受信確認ＡＣＫは、第１の物理チャネルを介して送信
されて、第１の物理チャネルを介して、および／または、第２の物理チャネルを介して送
信されたデータの受信を確認する。変形形態によると、第１の受信確認ＡＣＫ１は、第１
の物理チャネルを介してステーション１１によって送信されて、第１の物理チャネルを介
して送信されたデータの受信を確認する。第２の受信確認ＡＣＫ２は、第２の物理チャネ
ルを介して送信されて、第２の物理チャネルを介して送信されたデータの受信を確認する
。変形形態によると、受信確認ＡＣＫは、第１の物理チャネルを介した、および／または
第２の物理チャネルを介したデータの非受信（またはデータの部分的受信）を表す情報を
含む。有利なことに、データが、第２の物理チャネルを介して送信されている場合、およ
びこのデータの受信確認ＡＣＫが、データ送信の終了後の所定時間（たとえば、４０μｓ
）の満了前にアクセスポイント１０によって受信されない場合、ステーション１１によっ
て受信されていないデータは、アクセスポイントによって第１の物理チャネルを介して再
送信される。変形形態によると、データの非受信を表す情報を含む受信確認ＡＣＫがアク
セスポイントによって受信された場合、データは、第１の物理チャネルを介して再度送信
される。変形形態によると、非受信データは、第２の物理チャネルを介して再度送信され
る。別の変形形態によると、非受信データは、第１の物理チャネルを介して、および第２
の物理チャネルを介して再度送信され、優先レベルが最も高いデータが、最も堅牢なチャ
ネル、たとえば第１の物理チャネルを介して送信される。
【００７１】
　図７は、本発明の特に有利な非限定的実装例による、送信要求ＲＴＳのフレームの内容
を図式的に示している。
【００７２】
　ＲＴＳフレーム７は有利なことに、標準ＩＥＥＥ８０２．１１－２００７に準拠する。
たとえば、１６ビット長の「ＩＤ持続期間」フィールド７１は、アクセスポイント１０に
よるフレーム伝送のための物理チャネルの予約持続期間の値を表す情報を含む。この持続
期間は、図４、５、６に示すようなＮＡＶネットワーク（ネットワーク割当てベクトル）
４０４、５０３、６０３の割当てベクトルの時間的長さに対応する。たとえば、４８ビッ
ト長の、ＲＴＳフレームのフィールドＲＡ７２は、ステーション１１～１４のアドレス、
アクセスポイント１０によって送信されるデータの宛先および制御フレームを表す情報を
含む。たとえば、４８ビット長のＴＡフィールド７３は、ＲＴＳフレーム７を送信するア
クセスポイントまたはステーションのアドレスを表す情報を含む。たとえば、２４または
３２ビット長のＦＣＳフィールド（フレーム検査シーケンス）７５は、エラー訂正および
検出に使用されるチェックサム）またはＣＲＣ（巡回冗長検査）のキャラクタを表す情報
を含む。たとえば１６ビット長のフレーム制御フィールド７０は、複数のフィールドに下
位分割される。フィールド７０は、特記すべきこととして、データの交換に使用されるプ
ロトコルのバージョンを表す情報を含むフィールド７０１を含む。また、ＲＴＳ用のフレ
ームのタイプ、すなわち制御フレームを表す情報を含むフィールド７０２も含む。フィー
ルド７０３は、フレームのサブタイプ、たとえば、具体的フレーム本体を有するフィール
ド７４を含む、たとえば修正ＲＴＳを表す情報を含む。最後に、ＲＴＳフレーム７は、修
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正ＲＴＳフレームに固有の情報を含むフィールド７４を含む。フレーム７４は、複数のフ
ィールドに下位分割される。フレーム７４は、アクセスポイント１０がそれを介してデー
タを伝送することを望む第２のチャネルの数、たとえば、２つの６０ＧＨｚチャネルを表
す情報を含むフィールド７４１を含む。フィールド７４２、７４３は、アクセスポイント
がそれを介したデータの伝送を求める第２のチャネルが何であるか識別する。最後に、フ
ィールド７４４は、ＲＴＳがそれを介して送信される第１のチャネルを介した、たとえば
５ＧＨｚでの伝送が、アクセスポイントによって要求されるかどうかを示している。「フ
レーム制御」フィールド７０、「ＩＤ持続期間」７１、ＲＡ７２およびＴＡ７３は、ＭＡ
Ｃヘッダー（メディアアクセス制御）を形成する。
【００７３】
　変形形態によると、ＲＴＳフレーム７は、第１のチャネルを介した伝送がその中で求め
られるどのフィールドも含んでいない。第１のチャネルを介したフレームの伝送のみが、
この第１のチャネルにおけるデータ送信要求と等価である。
【００７４】
　別の変形形態によると、フィールド７４１中で識別される第２のチャネルの数は、１、
２、３または４つのチャネルである。したがって、第２のチャネルを識別するフィールド
７４２、７４３の数は、１、２、３または４つのフィールドである。
【００７５】
　有利なことに、ＲＴＳフレーム７は、別の制御フレーム、通常はＲＴＳ制御フレーム７
を移送するのに用いられる標準ＩＥＥＥ８０２．１１ｎにおいて定義される制御ラッパー
フレームに統合される。このような統合の利点は、標準ＩＥＥＥ８０２．１１ｎに準拠す
るノードが、このようなフレームの復号に適しており、したがってネットワーク割当てベ
クトルＮＡＶの位置決めに適していることである。
【００７６】
　図８は、本発明の特に有利な非限定的実装例による送信合意ＣＴＳのフレームの内容を
図式的に示している。
【００７７】
　ＣＴＳフレーム８は有利なことに、標準ＩＥＥＥ８０２．１１－２００７に準拠する。
たとえば１６ビット長の「ＩＤ持続期間」フィールド８１は、アクセスポイント１０によ
るフレーム伝送のための物理チャネルの予約持続期間の値を表す情報を含む。この持続期
間は、図４、５、６に示したＮＡＶネットワークの割当てベクトル（ネットワーク割当て
ベクトル）４０４、５０３、６０３の時間的長さに対応する。たとえば４８ビット長のフ
レームＣＴＳのフィールドＲＡ８２は、ＣＴＳフレームがそれに対する応答であるＲＴＳ
フレームを直ちに進めるＲＴＳフレームのＴＡフィールドからコピーされる。ＣＴＳフレ
ームがフレームの交換において最初のフレームである場合、ＲＡフィールド８２は、送信
側、たとえばアクセスポイント１０のＭＡＣアドレスで埋められる。たとえば２４または
３２ビット長のＦＣＳフィールド（フレーム検査シーケンス）８４は、エラー訂正および
検出に使用されるチェックサム）またはＣＲＣ（巡回冗長検査）のキャラクタを表す情報
を含む。たとえば１６ビット長のフレーム制御フィールド８０は、複数のフィールドに下
位分割される。フィールド８０は、特記すべきこととして、データの交換に使用されるプ
ロトコルのバージョンを表す情報を含むフィールド８０１を含む。また、ＣＴＳ用のフレ
ームのタイプ、すなわち制御フレームを表す情報を含むフィールド８０２も含む。フィー
ルド８０３は、たとえば、フレームのサブタイプ、たとえば、具体的フレーム本体を有す
るフィールド８３を含む修正ＣＴＳを表す情報を含む。最後に、ＣＴＳフレーム８は、修
正ＣＴＳフレームに固有の情報を含むフィールド８３を含む。フレーム８３は、複数のフ
ィールドに下位分割される。フレーム８３は、たとえば、第１のチャネルを介したデータ
伝送許可または拒絶を表す情報を含むフィールド８３１を含む。フィールド８３２に関し
ては、たとえば、第２のチャネルを介したデータ伝送許可または拒絶を表す情報を含む。
変形形態によると、フィールド８３は、伝送がそれを介して求められるチャネル、たとえ
ば、１、２、３または４つのチャネルと同じ数のフィールドに下位分割される。
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【００７８】
　図４は、本発明の特に有利な非限定的実装例による、システム１のアクセスポイント１
０とステーション１１～１４との間で実装されるフレーム交換の第１の例を示している。
【００７９】
　標準ＩＥＥＥ８０２．１１－２００７において実装されるような、（たとえば、ＤＣＦ
、すなわち分散調整機能タイプの）ＣＳＭＡ／ＣＡタイプの競合アクセスモードでは、デ
ータがそれを介して送信されるチャネルの予約は、ＲＴＳ／ＣＴＳフレームの交換によっ
て実施される。ステーション１１～１４に向けられたどのデータ伝送の前にも、ソースア
クセスポイント１０は、たとえば５ＧＨｚ周波数帯（または２．４ＧＨｚ）を使用する第
１の物理チャネルを分析して、第１の物理チャネルがシステム１のステーションによって
、または、別のアクセスポイントによって使用されるのか判定する。アクセスポイントが
それを介してＲＴＳフレームを送信することを望む第１の物理チャネル上でデータフレー
ム４００が検出された場合、アクセスポイントは、第１の物理チャネル上で再度送信する
前に、「バックオフ」アルゴリズムにより定められた時間（たとえば、２５μｓ（ＤＩＦ
Ｓの持続期間）＋Ｎ＊９μｓ（スロットの持続期間）であるが、ここでＮは、標準ＩＥＥ
Ｅ８０２．１１－２００７によると、１５と１０２３の間のランダムな値である）だけ待
つ。物理チャネルが空いていることをアクセスポイントが検出すると、アクセスポイント
１０は、ＲＴＳ要求の伝送を開始する。ＲＴＳ要求を送信する前に、アクセスポイント１
０は、予め定められた最小時間ＤＩＦＳ（ＤＣＦフレーム間空間）（たとえば、標準ＩＥ
ＥＥ８０２．１１ａ／ｎによると２５μｓ）だけ待ち、次いで、「バックオフ」時間とし
て知られるランダムな時間間隔４０１だけ待ち、こうすることによってチャネルへのアク
セスにおける衝突が最小限にされ得る。アクセスポイントはこのように、第１の物理チャ
ネルを介してＲＴＳ１要求４０２を送信する。ＲＴＳ１要求４０２は、たとえば、６０Ｇ
Ｈｚ周波数帯を使用する第２の物理チャネルを介したデータ送信要求をさらに含む、ステ
ーション１１～１４によって（すなわち、標準ＩＥＥＥ８０２．１１－２００７に準拠す
る任意のノードによって）理解可能なＲＴＳフレームである。ＲＴＳ１要求４０２は、シ
ステム１のステーション１１に向けられる。ＲＴＳ１要求４０２は、そのＭＡＣヘッダー
中に、チャネルの予約持続期間情報を含む。データの交換に関係しないステーション１２
～１４は、この持続期間を記録して、フレームＡＣＫ４０６の末尾に対応する、最終交換
が起こる予定の時間を判定する。この時間間隔中、データ交換に関係しないステーション
１２～１４は、チャネルへのアクセスを試みない。残っているタイムスロット、すなわち
フレームＲＴＳ１　４０２、ＣＴＳ１　４０３、ＡＣＫ４０６およびＳＩＦＳ間隔の持続
期間が差し引かれた予約持続期間が、ＮＡＶベクトル４０４（ネットワーク割当てベクト
ル）として知られる、データの交換のための残っている持続期間となる。ステーション１
１は、予め定められた時間ＳＩＦＳ（短フレーム間空間）（たとえば、標準ＩＥＥＥ８０
２．１１ａ／ｎによると１６μｓ）後に送信許可（または、繰り返しになるが送信合意と
も呼ばれる）ＣＴＳ１　４０３によってＲＴＳ１要求４０２に応答する。ステーション１
１は、アクセスポイント１０から１０メートル未満の距離にあり、アクセスポイントから
の直接見通し線上にあるので、ステーション１１は次いで、合意ＣＴＳ１　４０３を送信
する。合意ＣＴＳ１　４０３は、５ＧＨｚ周波数帯（または２．４ＧＨｚ）を使用する第
１の物理チャネル上で送信され、その結果、システム１のステーション（アクセスポイン
トから１０ｍより離れているとともに非見通し線ＮＬＯＳ上にあるステーションを含む）
はすべて、このＣＴＳ合意を受信することができる。合意ＣＴＳ１　４０３は、たとえば
、６０ＧＨｚ周波数帯を使用する第２の物理チャネルを介してアクセスポイント１０がデ
ータを伝送することを許可する情報をさらに含む、ステーション１１～１４によって（す
なわち、標準ＩＥＥＥ８０２．１１－２００７に準拠する任意のノードによって）認識可
能なＣＴＳフレームである。有用データ４０５は次いで、第１の物理チャネル５ＧＨｚの
ものよりビットレートがほぼ１０倍大きい６０ＧＨｚで第２の物理チャネルを介して送信
される。データが受信側ステーション１１によって受信されると、ステーション１１は、
第１の物理チャネル上でデータ受信確認ＡＣＫ４０６を送信する。ＡＣＫ４０６フレーム
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は有利なことに、第２の物理チャネル上で送信されたデータの完全受信を表す情報を含む
。ＡＣＫフレーム４０６が第１の物理チャネルを介して送信されると、第１の物理チャネ
ルは次いで、別のフレーム伝送４０７用にクリアになる。
【００８０】
　変形形態によると、ＲＴＳ１要求４０２は、第１および第２の物理チャネルを介して、
データを送信するための許可要求を表す情報を含む。第１の物理チャネルを介して送信さ
れるＣＴＳ１合意４０３は有利なことに、ＲＴＳ１要求４０２に応答して、第１の物理チ
ャネルを介した、および第２の物理チャネルを介した送信合意を含む。データ４０５の一
部、すなわち少なくとも１つのデータパケットが次いで、第２の物理チャネルを介して送
信され、それ以外の部分は、第１の物理チャネルを介して送信される。第１の物理チャネ
ルを介して送信されるデータは有利なことに、第２の物理チャネルを介して送信されるも
のより高い優先レベルをもつ。変形形態によると、フレームＡＣＫ４０６は、第１の物理
チャネル上で受信されたデータの受信確認に関連する情報、および第２の物理チャネル上
で受信されたデータの受信確認に関連する情報を含む。別の変形形態によると、フレーム
ＡＣＫ４０６は、第１のチャネルおよび／または第２のチャネルそれぞれにおけるデータ
の不良受信のケースでは、第１の物理チャネルを介して送信されたデータの非受信もしく
は部分的受信を表す情報および／または第１の物理チャネルを介して送信されたデータの
非受信もしくは部分的受信を表す情報を含む。
【００８１】
　有利なことに、合意ＣＴＳ１　４０３は、ＲＴＳ１要求４０２の受信側ステーションが
第２の物理チャネル上でのデータの受信に適さない場合、第２の物理チャネル上でのデー
タ送信許可拒絶を表す情報を含む。このデータは次いで、第１の物理チャネル上で送信さ
れる。
【００８２】
　図５は、本発明の特に有利な非限定的実装例による、システム１のアクセスポイント１
０とステーション１１～１４との間で実装されるフレーム交換の第２の例を示している。
【００８３】
　ステーション１１～１４に向けられたどのデータ伝送前にも、ソースアクセスポイント
１０は、たとえば５ＧＨｚ周波数帯（または２．４ＧＨｚ）を使用する第１の物理チャネ
ルを分析して、第１の物理チャネルがシステム１のステーションによって、それとも別の
アクセスポイントによって使用されるのか判定する。アクセスポイントがその上でＲＴＳ
要求を送信することを望む第１の物理チャネル上でデータフレーム５００が検出された場
合、アクセスポイントは、第１の物理チャネル上で再度送付する前に、所定時間（たとえ
ば、標準ＩＥＥＥ８０２．１１－２００７によると、２５μｓに対応する２０５μｓ（Ｄ
ＩＦＳ）＋バックオフの残っている時間（たとえば、２０×９μｓ）））だけ待つ。物理
チャネルが空いていることをアクセスポイントが検出すると、アクセスポイント１０は、
ＲＴＳ要求の伝送を開始する。ＲＴＳ要求の伝送の前に、アクセスポイント１０は、予め
定められた最短時間ＤＩＦＳ（たとえば、標準ＩＥＥＥ８０２．１１ａ／ｎによると２５
μｓ）だけ待ち、次いで、「バックオフ」時間という名称で知られているランダムな時間
間隔４０１だけ待つ。アクセスポイントはこのように、第１の物理チャネルを介してＲＴ
Ｓ１要求５０２を送信する。ＲＴＳ１要求５０２は、たとえば、６０ＧＨｚ周波数帯を使
用する第２の物理チャネルを介したデータ送信要求をさらに含む、ステーション１１～１
４により（すなわち、標準ＩＥＥＥ８０２．１１－２００７に準拠する任意のノードによ
って）認識可能なＲＴＳフレームである。有利なことに、ＲＴＳ１要求５０２は、第１の
物理チャネルを介したデータ送信要求も含む。変形形態によると、ＲＴＳ１要求５０２は
、第１の物理チャネルを介した、いかなる明示的データ送信要求も含まず、第１の物理チ
ャネル上でのＲＴＳ１フレームの伝送は、受信側ステーションによって、第１の物理チャ
ネル上での暗黙的データ送信要求として理解される。ステーション１１は、予め定められ
た時間ＳＩＦＳ（たとえば、標準ＩＥＥＥ８０２．１１ａ／ｎによると１６μｓ）後に第
１の物理チャネルを介して送信される送信合意ＣＴＳ１　５０４によって、および、第２
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の物理チャネルを介して送信されるＣＴＳ２合意５０５によって、ＲＴＳ１要求５０２に
応答するが、ステーション１１は、第１および第２の物理チャネル上でデータを受信する
のに適している。ＲＴＳ１要求５０２は、５ＧＨｚで（または２．４ＧＨｚで）第１の物
理チャネルを介して送信されるので、ステーション１２～１４はすべて、要求５０２を受
信し、少なくとも部分的に復号して、チャネルのＮＡＶ予約ベクトル５０３を位置決めす
る。変形形態によると、一部のステーション１２～１４は、合意ＣＴＳ１を受信し、ＲＴ
Ｓ１要求は受信しない。チャネルの予約中、ステーション１２～１４はしたがって、どの
送信要求も送信しない。第１の物理チャネル上でＣＴＳ１　５０４を受信すると、アクセ
スポイントは、データの一部分５０６、すなわち少なくとも１つのデータパケットを、ス
テーション１１に向けて第１の物理チャネルを介して送信する。第２の物理チャネル上で
ＣＴＳ２　５０５を受信すると、アクセスポイントは、データの一部分５０７、すなわち
少なくとも１つのデータパケットを、ステーション１１に向けて第２の物理チャネルを介
して送信する。第１の物理チャネルを介した送信データ５０６がステーション１１によっ
て受信されると、ステーション１１は、データ５０６が完全に、かつ第１のチャネル上で
エラーなしで受信されている場合、第１の物理チャネル上でデータＡＣＫ１　５０８の受
信確認を送信する。データが受信されていない、または部分的に受信されているか、もし
くはエラーありで受信されている場合、ステーション１１は、受信確認を送信せず、また
は第１のチャネルを介して送信されたデータの非受信の代表的情報を含む受信確認ＡＣＫ
５０８を第１の物理チャネルを介して送信する。第２の物理チャネルを介した送信データ
５０７がステーション１１によって受信されると、ステーション１１は、データ５０７が
完全に、および第１のチャネル上でエラーなしで受信されている場合、第２の物理チャネ
ルを介してデータＡＣＫ２　５０９の受信確認を送信する。データが受信されていない、
または部分的に受信されているか、もしくはエラーありで受信されている場合、ステーシ
ョン１１は、受信確認を送信せず、または、第２のチャネルを介して送信されたデータの
非受信の代表的情報を含む受信確認ＡＣＫ２　５０９を第２の物理チャネルを介して送信
する。アクセスポイント１０によってフレームＡＣＫ１　５０８が受信されると、メディ
ア５１０が次いで、新規フレーム伝送用にクリアになる。
【００８４】
　変形形態によると、ステーション１１は単に、第１および第２の物理チャネルを介して
送信されたデータの受信を確認するための受信確認ＡＣＫ１　５０８を送信する。
【００８５】
　有利なことに、第１の物理チャネルを介して送信されるデータ５０６は、第２の物理チ
ャネルを介して送信されるものより高い優先レベルをもつ。変形形態によると、第２の物
理チャネル上でのデータの非受信のケースでは、データは第１の物理チャネルを介して送
信される。
【００８６】
　第１の物理チャネルを介したＣＴＳ１　５０４の送信および第２の物理チャネルを介し
たＣＴＳ２　５０５の送信には、アクセスポイント１０によって、第１および第２の物理
チャネルを介したデータの伝送品質を評価することができるという利点がある。物理チャ
ネルそれぞれにおいて利用可能な伝送品質の評価の後、アクセスポイントは、第１の物理
チャネルを介した伝送、第２の物理チャネルを介した伝送、または、両方を並列にした伝
送を決める。
【００８７】
　ある特定の実施形態によると、ステーション１２は、合意ＣＴＳ２を受信しておらず、
または、低電力レベルで受信しており、ステーション１１およびアクセスポイント１０以
外のシステムのノードの１つにデータを送信することを望んでいるが、たとえば、第２の
物理チャネルによって使用される６０ＧＨｚでの別の周波数帯を使用する物理チャネルを
介してデータを送信する。ステーション１２は合意ＣＴＳ２を受信していないので、アク
セスポイント１０によってステーション１１に送信されるデータと、この６０ＧＨｚの周
波数帯中で送信されるデータを受信することが可能な別のノードにステーション１２によ
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って送信されるデータとの間の衝突の危険性は、特に低い。ステーション１２によるデー
タの送信は有利なことに、ＲＴＳ／ＣＴＳフレームの交換により進められる。変形形態に
よると、ステーション１２によるデータの送信は、ＲＴＳ／ＣＴＳフレームの交換なしで
実施される。
【００８８】
　図６は、本発明の特に有利な非限定的実装例による、システム１のアクセスポイント１
０とステーション１１～１４との間で実装されるフレーム交換の第３の例を示している。
【００８９】
　ステーション１１～１４に向けられたどのデータ伝送の前にも、ソースアクセスポイン
ト１０は、たとえば５ＧＨｚ周波数帯（または２．４ＧＨｚ）を使用する第１の物理チャ
ネルを分析して、このチャネルがシステム１のステーションにおいて、それとも別のアク
セスポイントによって使用されるのか判定する。アクセスポイントがその上でＲＴＳ要求
を送信することを望む第１の物理チャネル上でデータフレーム６００が検出された場合、
アクセスポイントは、第１の物理チャネル上で再度送付する前に、所定時間（たとえば、
２５μｓ（ＤＩＦＳの持続期間）＋Ｎ×９μｓ（スロットの持続期間）であり、ここでＮ
は、標準ＩＥＥＥ８０２．１１－２００７によると、１５と１０２３の間のランダム値で
ある）だけ待つ。物理チャネルがクリアであることをアクセスポイントが検出すると、ア
クセスポイント１０は、ＲＴＳ要求の伝送を開始する。ＲＴＳ要求の伝送の前に、アクセ
スポイント１０は、予め定められた最短時間ＤＩＦＳ（たとえば、標準ＩＥＥＥ８０２．
１１ａ／ｎによると２５μｓ）だけ待ち、次いで、「バックオフ」時間という名称で知ら
れている、ランダムな時間間隔６０１だけ待つ。アクセスポイントはこのように、第１の
物理チャネルを介してＲＴＳ１要求６０２を送信する。ＲＴＳ１フレーム６０２は有利な
ことに、第２の物理チャネルを介したデータ送信要求、および変形形態によると第１の物
理チャネルを介したデータ送信要求を含む。ＲＴＳ１要求６０４を受信すると、受信側ス
テーションは、アクセスポイントが第２の物理チャネルを介してデータを送信することを
許可する送信合意ＣＴＳ１　６０４を、第１の物理チャネルを介して送信する。第２の物
理チャネルを介してデータを伝送する前に、アクセスポイントは、第２の物理チャネルを
介して送信要求を送付して、データを送信する前に第２のチャネルの可用性をテストする
。実際、第２の物理チャネル上で通信を確立するよう求められる条件が、ステーション１
１によるＣＴＳ１　６０４の送付と、アクセスポイント１０によるデータの伝送との間で
変わっている可能性がある。ステーション１１が、依然として第２の物理チャネル上でデ
ータを受信することができる場合、ステーション１１は、第２の物理チャネルを介して送
信合意ＣＴＳ２　６０６を送信する。アクセスポイントは次いで、第２の物理チャネルを
介してデータ６０７を送信する。このデータが、ステーション１１によって完全に、およ
びエラーなしで受信されると、ステーション１１は、第１の物理チャネルを介してデータ
受信確認ＡＣＫ６０８を送信する。メディア６０９は次いで、新規データ伝送用にクリア
になる。
【００９０】
　変形形態によると、予め定められた時間内での、第２のチャネルを介したＣＴＳ２合意
の非受信のケースでは、第２の送信要求ＲＴＳ２が、アクセスポイントによって第２の物
理チャネルを介して送信される。
【００９１】
　有利なことに、アクセスポイントは、第２の物理チャネル上で送信される送信合意ＣＴ
Ｓ２　６０６の受信を待つことなく、送信合意ＣＴＳ１　６０４の受信から、第１のチャ
ネルを介して伝送するために、データの一部分を送信する。変形形態によると、データの
伝送が、第２のチャネル上で可能であることが分からない場合、送信するべきデータはす
べて、第１の物理チャネルを介して送信される。
【００９２】
　図１１は、本発明の特に有利な非限定的実装例による、ステーション１１～１４または
システム１のアクセスポイント１０に実装される通信管理方法を示している。
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【００９３】
　初期化ステップ１１０の間、ステーションの様々なパラメータがアップデートされる。
具体的には、送信されるべき信号とそれに対応するサブキャリアに対応するパラメータと
が、任意のやり方で（たとえば、システム１のアクセスポイントによって送信される初期
化メッセージの受信に続いて、システム１に示されていないサーバによって、またはオペ
レータのコマンドによっても）初期化される。
【００９４】
　次いでステップ１１１の間、ステーション１１が、第１の物理チャネルを介して、シス
テム１のアクセスポイント１０または別のステーション１２～１４によって送信された１
つ（または複数）のＲＴＳ送信要求を受信する。送信要求は、第１の物理チャネルを介し
た、および／または第２の物理チャネルを介したデータ送信要求である。第２の物理チャ
ネルは、その周波数すべてが３０ＧＨｚより大きく、３００ＧＨｚより低い周波数帯を使
用し、３０と３００ＧＨｚの間の周波数帯は、極高周波スペクトル（ＥＨＦ）と指定され
る。第１および第２の物理チャネルは、周波数帯によって、およびＣＤＭＡのケースでは
拡散符号によって特徴づけられる。第１および第２の物理チャネルは互いに異なり、すな
わち、それぞれ異なる周波数帯を使用し、かつ／または、それぞれ異なる拡散符号を使用
する。変形形態によると、送信要求は、第１および／または第２の物理チャネルに加えて
、第３および／または第４の物理チャネルを介した１つまたは複数のデータ送信要求を含
む。別の変形形態によると、いくつかのＲＴＳ要求は、第１の物理チャネルを介して送信
される。変形形態によると、アクセスポイント１０は、ステーション１１～１４によって
送信される１つまたは複数の送信要求を受信する。
【００９５】
　最後に、ステップ１１２の間、ＲＴＳ要求（１つまたは複数）を受信しているステーシ
ョン１１が、ＲＴＳ要求（１つまたは複数）に応答して、第２の物理チャネルを介した１
つまたは複数の送信合意ＣＴＳを送信する。アクセスポイントがそれを介してデータを送
信することを望むチャネルそれぞれに対するアクセス条件が満たされる場合、送信合意は
、利用可能チャネルそれぞれを介したデータの伝送を許可する。変形形態によると、第１
の物理チャネル上で受信された複数のＲＴＳ要求に応答して、複数のＣＴＳ合意が、第２
のチャネルを介して送信される。変形形態によると、第２の物理チャネルを介した１つま
たは複数の送信合意ＣＴＳは、アクセスポイント１０によって送信される。
【００９６】
　当然ながら、本発明は、上に記載した実施形態に限定されない。
【００９７】
　具体的には、本発明は、単一のアクセスポイントを備えるシステムに限定されるもので
はなく、複数のアクセスポイントを備えるシステムにも拡張する。さらに、本発明は、標
準ＩＥＥＥ８０２．１１－２００７に対応するＲＴＳ／ＣＴＳフレーム交換を伴うシステ
ムに制限されるものではなく、ＣＳＭＡ／ＣＡタイプの（たとえば、ＤＣＦタイプの）チ
ャネルへの競合アクセスを実装するどのシステム、たとえば、標準ＩＥＥＥ８０２．１５
．４、標準ＩＥＥＥ８０２．１５．３または「High Rate Ultra Wideband PHY and MAC S
tandard」というタイトルで２００７年１２月に発行された標準ＥＣＭＡ－３６８に対応
するＲＴＳ／ＣＴＳフレーム交換を伴うシステムにも拡張する。
【００９８】
　変形形態によると、送信要求（複数の送信要求のそれぞれ）は、ステーションによって
、別のステーションに向けて送信され、ＲＴＳ／ＣＴＳフレーム交換は、２つのステーシ
ョンの間で、有利なことに第１の物理チャネル上で実施され、データは有利なことに、第
２の物理チャネルを介して送信される。
【００９９】
　別の変形形態によると、送信要求（複数の送信要求のそれぞれ）は、アクセスポイント
によって、別のアクセスポイントに向けて送信され、ＲＴＳ／ＣＴＳフレームの交換は、
２つのアクセスポイントの間で、有利なことに第１の物理チャネル上で実施される。
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【０１００】
　有利なことに、複数の第１の送信要求は、第１の物理チャネルを介して定期的間隔で送
信される。このソリューションには、複数のＲＴＳ要求に応答した送信合意ＣＴＳの受信
または非受信による、第１および第２の物理チャネルそれぞれにおける伝送条件の変化に
適応することができるという利点がある。
【０１０１】
　有利なやり方では、第１の物理チャネルを介したフレームの伝送は、第２の物理チャネ
ルを介したフレームの伝送と同じ時間を著しく占め、第１の物理チャネルを介して送信さ
れるフレームと、第２の物理チャネルを介して送信されるフレームとの間のビジー時間の
差はたとえば、９μｓまたは４μｓ未満である。
【０１０２】
　変形形態によると、アクセスポイント１０は、有利なことに第１の物理チャネルを介し
て、いくつかのステーションへのデータ送信合意の要求のＲＴＳフレームを送信し、前記
ステーションはそれぞれ、適用可能な場合は送信合意ＣＴＳを送信する。受信されたＣＴ
Ｓに従い、アクセスポイント１０は、複数のステーションにマルチキャストモードでデー
タを送信する。
【０１０３】
　有利な実装例によると、フレーム伝送のための第２の物理チャネルへの第１の物理チャ
ネルの受渡しは、ＭＡＣ層の視点の、物理モード変更機構により実施される。単一ＭＡＣ
層が、送信するべきフレームを受信する。ＭＡＣ層は、当業者に公知であるリンク適合機
構により、物理モード（第１の物理チャネルの物理モードまたは第２の物理チャネルの物
理モード）を選択するが、この機構には、ＲＴＳ／ＣＴＳフレームの交換によるチャネル
選択機構が追加される。ＭＡＣ層は、物理層に送信要求を送信し、セレクタが、送信要求
を受信して、物理モードに従って、第１のチャネルに対応する物理層または第２のチャネ
ルに対応する物理層に送信要求を従わせる。
【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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